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(57)【要約】
【課題】タッチパネル上に貼り付けられたフロントパネ
ルを従来よりも剥がれにくくして、信頼性を向上させる
。
【解決手段】第１基板と、第２基板とを有する表示パネ
ルと、前記表示パネルの観察者側の基板上に配置される
タッチパネルと、前記タッチパネル上に固定されるフロ
ントパネルとを備える表示装置であって、前記フロント
パネルは、その平面サイズが前記タッチパネルよりも大
きく、かつ、周辺部に不透明領域を有し、前記フロント
パネルの不透明領域と前記タッチパネルの側壁との境界
部に接着材が塗布されている。前記接着材は、前記フロ
ントパネルの周辺部の前記不透明領域の色と、同系色の
色で着色されている。前記フロントパネルの周辺部の前
記不透明領域の色と、前記接着材の色は、同じ色である
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの観察者側の面上に配置されるタッチパネルと、
　前記タッチパネル上に固定されるフロントパネルとを備える表示装置であって、
　前記フロントパネルは、その平面サイズが前記タッチパネルよりも大きく、かつ、周辺
部に不透明領域を有し、
　前記フロントパネルの不透明領域と前記タッチパネルの側壁との境界部の少なくとも一
部に接着材が塗布されており、
　前記接着材は、前記フロントパネルの周辺部の不透明領域の色と、同系色の色で着色さ
れていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの観察者側の面上に配置されるタッチパネルと、
　前記タッチパネル上に固定されるフロントパネルとを備える表示装置であって、
　前記フロントパネルは、その平面サイズが前記タッチパネルよりも大きく、かつ、周辺
部に不透明領域を有し、
　前記フロントパネルの不透明領域と前記タッチパネルの側壁との境界部に接着材が塗布
されていることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　前記接着材は、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域の色と、同系色の色で着
色されていることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域の色と、前記接着材の色は、同じ色であ
ることを特徴とする請求項１または請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域の色と、前記接着材の色は、黒色である
ことを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの観察者側の面上に配置されるタッチパネルと、
　前記タッチパネル上に固定されるフロントパネルとを備える表示装置であって、
　前記フロントパネルは、その平面サイズが前記タッチパネルよりも大きく、かつ、周辺
部に不透明領域を有し、
　前記フロントパネルの前記不透明領域内には、所定のパターンに透明領域が形成されて
おり、
　前記フロントパネルの不透明領域と前記タッチパネルの側壁との境界部の少なくとも一
部に接着材が塗布されており、
　前記接着材は、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域内の前記透明領域を覆う
ように塗布されていることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　前記接着材の色と、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域の色とは異なってい
ることを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域内の前記透明領域は、所定のパターン、
あるいは、文字を表現することを特徴とする請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記接着材は、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域と前記タッチパネルの側
壁の一部を覆うように塗布されていることを特徴とする請求項１ないし請求項８のいずれ
か１項に記載の表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、特に、表示パネルと、表示パネルの面上に配置されるタッ
チパネルとフロントパネルとを備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　サブピクセル数が、カラー表示で２４０×３２０×３程度の小型の液晶表示パネルを有
するＴＦＴ（Thin Film Transistor）方式の液晶表示装置（液晶表示モジュールともいう
）は、携帯電話機などの携帯機器の表示部として広く使用されている。
　近年、モバイル機器の普及において、“人にやさしい”グラフィカルユーザインターフ
ェースを支えるタッチパネル技術が重要となってきている。そして、タッチパネル基板を
液晶表示パネルの表面に取り付け、液晶表示パネルに表示されたメニュー画面を指でタッ
チすることで、メニューに応じた動作を実施するタッチパネル付き液晶表示装置も知られ
ている。（下記、特許文献１参照）
　一方、液晶表示装置においては、液晶表示パネルの観察者側の偏光板に、この偏光板と
同等の屈折率の接着材を介してフロントパネルが固定された構造（以下、ハイブリッドパ
ネル構造と言う）のものが知られている。このハイブリッドパネル構造は、液晶表示パネ
ルの観察者側の偏光板上に空隙層を介してフロントパネルが配置された構造と比較して、
（１）ダストフリー化（異物の混入が少ない）、（２）薄型化、（３）屋外視認性が良い
、（４）輝度率が高い、などの特徴を有する。
【０００３】
　なお、本願発明に関連する先行技術文献としては以下のものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１４６８９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、タッチパネル上にフロントパネルを貼り合せたハイブリッドパネル構造のタッチ
パネル付き液晶表示装置が製品化されている。しかしながら、ハイブリッドパネル構造の
タッチパネル付き液晶表示装置の場合、タッチパネル上に貼り付けられたフロントパネル
は、外力により剥がれやすいという問題点があった。
　また、フロントパネルは、裏面側の４辺の周辺部に、印刷などにより不透明領域を形成
したものが知られている。しかしながら、このフロントパネルの不透明領域は、機械的外
力に弱く、取り扱いや治具類への接触で簡単に不透明領域部にキズが付き、削れてしまい
、その箇所がピンポイントで光漏れや印刷キズ（外観不良）として見えてしまうという問
題点がある。
　前述の２つの問題点（前者は信頼性、後者は量産性）は、ハイブリッドパネル構造のタ
ッチパネル付き液晶表示装置を生産する上で大きな課題となっている。
【０００６】
　本発明は、前記従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、本発明の目的
は、ハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き表示装置において、タッチパネル上に貼
り付けられたフロントパネルを従来よりも剥がれにくくして、信頼性を向上させることが
可能となる技術を提供することにある。
　また、本発明の他の目的は、ハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き表示装置にお
いて、タッチパネル上に貼り付けられたフロントパネルの不透明領域部にキズが付いても
、当該キズを見えにくくして、量産性を向上させることが可能となる技術を提供すること
にある。
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　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面によ
って明らかにする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記の
通りである。
（１）表示パネルと、前記表示パネルの観察者側の面上に配置されるタッチパネルと、前
記タッチパネル上に固定されるフロントパネルとを備える表示装置であって、前記フロン
トパネルは、その平面サイズが前記タッチパネルよりも大きく、かつ、周辺部に不透明領
域を有し、前記フロントパネルの不透明領域と前記タッチパネルの側壁との境界部の少な
くとも一部に接着材が塗布されており、前記接着材は、前記フロントパネルの周辺部の不
透明領域の色と、同系色の色で着色されている。
（２）表示パネルと、前記表示パネルの観察者側の面上に配置されるタッチパネルと、前
記タッチパネル上に固定されるフロントパネルとを備える表示装置であって、前記フロン
トパネルは、その平面サイズが前記タッチパネルよりも大きく、かつ、周辺部に不透明領
域を有し、前記フロントパネルの不透明領域と前記タッチパネルの側壁との境界部に接着
材が塗布されている。
（３）（２）において、前記接着材は、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域の
色と、同系色の色で着色されている。
（４）（１）または（３）において、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域の色
と、前記接着材の色は同じ色である。
（５）（４）において、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域の色と、前記接着
材の色は黒色である。
【０００８】
（６）表示パネルと、前記表示パネルの観察者側の面上に配置されるタッチパネルと、前
記タッチパネル上に固定されるフロントパネルとを備える表示装置であって、前記フロン
トパネルは、その平面サイズが前記タッチパネルよりも大きく、かつ、周辺部に不透明領
域を有し、前記フロントパネルの前記不透明領域内には、所定のパターンに透明領域が形
成されており、前記フロントパネルの不透明領域と前記タッチパネルの側壁との境界部の
少なくとも一部に接着材が塗布されており、前記接着材は、前記フロントパネルの周辺部
の前記不透明領域内の前記透明領域を覆うように塗布されている。
（７）（６）において、前記接着材の色と、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領
域の色とは異なっている。
（８）（７）において、前記フロントパネルの周辺部の前記不透明領域内の前記透明領域
は、所定のパターン、あるいは、文字を表現する。
（９）（１）ないし（８）の何れかにおいて、前記接着材は、前記フロントパネルの周辺
部の前記不透明領域と前記タッチパネルの側壁の一部を覆うように塗布されている。
【発明の効果】
【０００９】
　本願において開示される発明のうち代表的なものによって得られる効果を簡単に説明す
れば、下記の通りである。
（１）本発明によれば、ハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き表示装置において、
タッチパネル上に貼り付けられたフロントパネルを従来よりも剥がれにくくして、信頼性
を向上させることが可能となる。
（２）本発明によれば、ハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き表示装置において、
タッチパネル上に貼り付けられたフロントパネルの不透明領域部にキズが付いても、当該
キズを見えにくくして、量産性を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置を
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説明するための図である。
【図２】図１に示すフロントパネルを説明するための図である。
【図３】本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置の
問題点を説明するための要部断面図である。
【図４】本発明の実施例１のハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置を
説明するための要部断面図である。
【図５】本発明の実施例２のハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置の
他の例を説明するための断面図である。
【図６】本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置の
他の例を説明するための断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を液晶表示装置に適用した実施例を図面を参照して詳細に説明する。
　なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を付け
、その繰り返しの説明は省略する。
　　［本発明の前提となる液晶表示装置］
　図１は、本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置
を説明するための図である。
図１（ａ）は、本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示
装置の液晶表示パネルを説明するための平面図であり、ＳＵＢ１は第１基板、ＳＵＢ２は
第２基板、ＤＲＶは半導体チップ、ＦＰＣはフレキシブル基板である。
　本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置は、液晶
表示パネル、液晶表示パネルを照射するバックライトとを備える。
　なお、バックライトの図示は省略するが、バックライトは、一般に、導光板と、光源と
なる白色発光ダイオード（ＬＥＤ）と、導光板の下面側に配置される反射シートと、導光
板の上面側に配置される光学シート群と、モールドとを有する。
　液晶表示パネルは、第１基板（ＳＵＢ１）と、第２基板（ＳＵＢ２）と、第１基板（Ｓ
ＵＢ１）と第２基板（ＳＵＢ２）との間に挟持される液晶層（図示せず）と、第２基板（
ＳＵＢ２）の上面（表示面）に貼り付けられた上偏光板（ＰＯＬ２）と、第１基板（ＳＵ
Ｂ１）の下面（バックライト側の面）に貼り付けられた下偏光板（ＰＯＬ１）とを有する
。なお、液晶表示パネルは、第１基板（ＳＵＢ１）の４辺の周辺部が、両面テープにより
モールドに固定されて、モールド上に配置される。
　また、第１基板（ＳＵＢ１）上には、ドライバ等を構成する半導体チップ（ＤＲＶ）が
実装される。
【００１２】
　第１及び第２基板（ＳＵＢ１，ＳＵＢ２）としては、例えば、ガラス等の透明な絶縁性
基板が用いられている。
　第１及び第２基板（ＳＵＢ１，ＳＵＢ２）の各々は、４つの角部を有する方形状の平面
形状で形成されており、本実施例では、例えば、長辺及び短辺を有する長方形の平面形状
で形成されている。第１及び第２基板（ＳＵＢ１，ＳＵＢ２）のうち、第１基板（ＳＵＢ
１）の長辺は第２基板（ＳＵＢ２）の長辺よりも長く、第１基板（ＳＵＢ１）は第２基板
（ＳＵＢ２）と重畳しない領域（以下、非重畳領域と言う）を有する構成になっている。
半導体チップ（ＤＲＶ）は、第１基板（ＳＵＢ１）の液晶層側の面の非重畳領域に実装さ
れている。
　第１基板（ＳＵＢ１）には、薄膜トランジスタ、画素電極等が形成されており、第２基
板（ＳＵＢ２）には、カラーフィルタ等が形成されている。ここで、本実施例の液晶表示
パネル（ＬＣＤ）は、ＩＰＳ方式の液晶表示パネルであるので、対向電極は第１基板（Ｓ
ＵＢ１）側に設けられるが、ＴＮ方式やＶＡ方式の液晶表示パネルの場合、対向電極は第
２基板（ＳＵＢ２）側に設けられる。
【００１３】
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　図１（ｂ）は、図１（ａ）に示す液晶表示パネル上にタッチパネル３０を実装した状態
を示す平面図である。なお、図１（ｂ）において、ＦＰＣＴは、タッチパネル用のフレキ
シブル基板である。
　図１（ｃ）は、図１（ｂ）に示すタッチパネル上にフロントパネル（フロントウィンド
ウともいう）１１を実装した状態を示す平面図である。また、図１（ｄ）は、図１（ｃ）
のＡ－Ａ’線に沿った断面構造を示す要部断面図である。
　図１（ｄ）に示すように、本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル
付き液晶表示装置では、タッチパネル３０は、液晶表示パネルの第２基板（ＳＵＢ２）上
の上偏光板（ＰＯＬ２）上に、この偏光板（ＰＯＬ２）と同等の屈折率の接着材９を介し
て接着固定されている。また、フロントパネル１１は、タッチパネル３０上に、接着材１
９を介して接着固定されている。
　図１（ｃ）に示すように、フロントパネル１１は、タッチパネル３０よりも大きい平面
サイズになっている。また、図２に示すように、フロントパネル１１の裏面（観察者側の
面と反対側の面）側の４辺の周辺部には、印刷などで不透明の領域１１Ａが形成されてい
る。なお、図２は、図１に示すフロントパネル１１を説明するための図である。
　図１（ｄ）に示すように、上偏光板（ＰＯＬ２）の４辺の周辺部は、フロントパネル１
１の４辺の周辺部の不透明領域１１Ａで覆われている。そして、フロントパネル１１の４
辺の周辺部の不透明領域１１Ａ以外の領域が表示領域となる。
【００１４】
　図３は、本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置
の問題点を説明するための要部断面図であり、図１（ｄ）を再掲載して示す図である。
　前述したように、ハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置の場合、タ
ッチパネル３０上に、接着材１９を介して、フロントパネル１１を貼り合せることになる
。しかしながら、タッチパネル３０上に貼り付けられたフロントパネル１１は、外力Ｆに
より剥がれやすいという問題点があった。
　また、フロントパネル１１の４辺の周辺部に、印刷などによる不透明領域１１Ａは、機
械的外力に弱く、取り扱いや治具類への接触で簡単に不透明領域部にキズ付き、削れてし
まい、その箇所がピンポイントで光漏れや印刷キズ（外観不良）として見えてしまうとい
う問題点があった。
【００１５】
　　［実施例１］
　本発明の実施例１のハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置の基本構
造は、図１に示すハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置と同じである
。
　図４は、本実施例のハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置を説明す
るための要部断面図であり、図１（ｄ）と同一箇所の断面構造を示す要部断面図である。
　本実施例は、フロントパネル１１の不透明領域１１Ａとタッチパネル３０の側壁との境
界部に、補強を目的として接着材２０を塗布したことを特徴とする。ここで、接着材２０
は、フロントパネル１１の不透明領域１１Ａとタッチパネル３０の側壁との全ての境界部
に塗布してもよいし、フロントパネル１１の不透明領域１１Ａとタッチパネル３０の側壁
との少なくとも一部に塗布してもよい。
　さらに、接着材２０は、フロントパネル１１の周辺部の不透明領域１１Ａの色と、同系
色の色で着色されている。本実施例では、フロントパネル１１の周辺部の不透明領域１１
Ａの色は黒であるので、接着材２０は黒色に着色されている。したがって、フロントパネ
ル１１の不透明領域１１Ａが黒以外、例えば、赤色のときは、接着材２０は、赤色、ある
いは、それと同系色の色に着色されることになる。
【００１６】
　本実施例によれば、機械的な衝撃等でフロントパネル１１とタッチパネル２０との間を
剥離させようとする外力（図３のＦ）が生じたとしても、フロントパネル１１の不透明領
域１１Ａとタッチパネル３０の側壁との境界部に、補強を目的として接着材２０を塗布し
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ているので、タッチパネル２０上に貼り付けられたフロントパネル１１を従来よりも剥が
れにくくして、信頼性を向上させることが可能となる。
　さらに、接着材２０を、フロントパネル１１の周辺部の不透明領域１１Ａの色と、同系
色の色で着色するようにしたので、使用する接着材２０の色が、それ以前の工程（接着材
２０を塗布する以前）で作り込んでしまったフロントパネル１１の周辺部の不透明領域１
１Ａのキズや剥がれ等を外観で見えないようにすることができるので、タッチパネル２０
上に貼り付けられたフロントパネル１１の不透明領域部にキズが付いても、当該キズを見
えにくくして、量産性を向上させることが可能となる。
【００１７】
　　［実施例２］
　図６は、本発明の前提となるハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置
の他の例を説明するための断面図であり、図１（ｄ）と同一箇所の断面構造を示す要部断
面図である。
　図６（ａ）に示す例では、フロントパネル１１の周辺部の不透明領域１１Ａ内に、所定
のパターンの透明領域を形成し、この透明領域を不透明領域１１Ａとは異なる色の着色部
材２１で埋めるようにしたものである。これにより、フロントパネル１１の正面から見た
ときに、所定のパターン、あるいは、文字を表現することができる。
　図６の例では、図６（ｂ）に示すように、円のパターンを表している。なお、図６（ｂ
）は、図６（ａ）のＡで示す部分を観察者側から見た図である。
　図５は、本発明の実施例２のハイブリッドパネル構造のタッチパネル付き液晶表示装置
の他の例を説明するための断面図であり、図１（ｄ）と同一箇所の断面構造を示す要部断
面図である。
　本実施例では、前述の着色部材２１を、前述の補強用の接着材２０で兼用するようにし
たものである。これにより、本実施例では、別部材の着色部材２１を用意することがない
ので、フロントパネル１１の周辺部の不透明領域１１Ａに、所定のパターンを表示する場
合にコストを低減することができる。
【００１８】
　本実施例では、前述の実施例と同様、着色部材を兼ねる接着材２０は、フロントパネル
１１の不透明領域１１Ａとタッチパネル３０の側壁との全ての境界部に塗布してもよいし
、フロントパネル１１の不透明領域１１Ａとタッチパネル３０の側壁との少なくとも一部
に塗布してもよい。
　なお、前述の各実施例のタッチパネル３０としては、静電結合方式のタッチパネル（例
えば、ガラス等の透明な絶縁性基板上にＸ、Ｙ電極を形成したもの）が使用可能である。
　また、前述の各実施例では、本発明を液晶表示装置適用した実施例について説明したが
、本発明は、これに限定されるものではなく、有機ＥＬ表示パネルや無機ＥＬ表示パネル
等の他の表示パネルを備えた表示モジュールに適用することができる。
　以上、本発明者によってなされた発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本
発明は、前記実施例に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々
変更可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００１９】
　ＳＵＢ１　第１基板
　ＳＵＢ２　第２基板
　ＰＯＬ１，ＰＯＬ２　偏光板
　９，１９，２０　接着材
　１１　フロントパネル
　１１Ａ　不透明領域
　３０　タッチパネル
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